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② 

□初石駅の課題 

Ⓐ企業バスの縦列…駅利用者との動線、待機場所の確保（降雨時も） 

Ⓑ西口入口の狭隘さ・現在改札口より不便さ…狭隘、 

Ⓒ東側広場…自動車待機、ごみ投棄、車の流入 

 

※引き続き、複数年を見通した提案、要請が必要 

 

□物価・電気代の高騰対策 

 
Ⓐ中小零細事業者への支援…アンケートで状況把握＋支援制度へ協議スタート 

Ⓑ高校２・３年生への支援 

Ⓒ水道料金の引き下げなど全世代的規模での取り組み 

 

□おおたかの森北 3 つの交差点（○）に右折信号機設置＋ 

おおたかの森北東自治会地域では、市内で初の「ゾーン３０＋」もしくは、市内

区画整理区域内で初の「ゾーン３０」に向け、協議中 
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③ 
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④ 
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⑤ 

□インボイス制度…２０２１年第１回定例会では意見書否決、なぜ可決したの

か？ 

□マイナンバーカード 

□ジェンダー平等：年度中にファミリーも含めたパートナーシップ制度導入 

□救急医療・病床：「平成 27 年時点、人口 10 万に当たりの市内病床数は県平均

と比較し 332 床少ない状況と比較し、令和元年 10 月実時点で、市内病床数 578

床で、県平均 980 床と比較し、402 床少ない」、「救急体制に対し、市として補助

金等を交付してきたが、病床の拡大につながっていない」と認める。 

※「第 1 次救急」平日夜間（19～21 時）・休日（9～17 時）診療所（保健センタ

ー内・開業医対応）の時間単価は 2 万 8123 円 

「第 2 次救急」市内三病院の時間単価 8643 円＋平日夜間（21～翌 8 時）の時間

単価 1 万 3750 円 

「小児夜間（21～翌 8 時）救急」東葛病院の時間単価 6667 円（年間総額 2684 万

円） 

□バス交通：ぐりーんバス料金改定の意見募集・党市議団は条例案を準備 

□請願・陳情、議案…討論から考える 

 

核兵器 共産党賛成討論以外…ナシ（全国 659 議会が意見書可決） 

給食・「無償

化」 

共産、社民の賛成討論以外…流政会：経費、給食だけに特化す

べきではない。国・県一体で進めるべき。 

給食・「有機

野菜使用」 

共産、社民の賛成討論以外…流政会：経費、生産が追い付かな

い（生産者がいない）、給食だけに特化すべきではない 
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⑥ 

白みりんミュ

ージアム建設

議案 

立憲：賛成。将来の交流人口増加を考えて、先行投資するとい

う考え方は良いと思う。ただ、このような施設は、整備と同時

にお土産や付帯サービスといったソフトの部分、運用の体制、

顧客ターゲットと観光商品、リピーター確保と、整備後たくさ

んの重要課題があると考える。したがって、マーケテイング戦

略の充実と役割分担について、強く要望し、賛成する。 

流政会：賛成。令和６年度内に開館予定の白みりんミュージア

ムの工事にあたっては、工事車両の出入りが増えるため、少な

くとも交通安全については万全に対策をお願いしたい。答弁で

は、工事車両の出入りは原則、県道側にされるとのことである

が、これまでの経験から、万上通りにも入ってくる可能性があ

る。近隣に流山小学校があり、通学路にもなっており、近隣住

民からも心配の声が聞こえている。 
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⑦ 

また、白みりんミュージアム建設の話を「知らない」という住

民の声も多い。地域住民にしっかりと情報共有した上で、不安

の声に対する対策を怠らないよう指摘する。 

工事請負費は４億４，２２０万円と多額である。今後は施設活

用の企画、運営などを組み立てていく段階になると思うが、他

自治体の事例を調査し、「一度訪れたら満足してしまう施設では

なく、何度も訪れ遊びに来たい施設」、そして「稼げる」、「集客

に実績のある施設」を研究していただきたい。また、市は建設

したら終わりではなく、運営者と行政が協力し、一緒に取り組

んでいただくよう強く要望し、賛成する。 

共産：反対。物価高騰の折、市民生活最優先という市民の願い

からも、福祉の増進という地方自治法の精神からも、今、すべ

きことではなく、少なくとも凍結・延期すべき内容と考える。

とりわけ、一般的な商業店舗の建築費を構造別に見てみると、

鉄筋コンクリート造の場合でも、一坪当たり１２１万円、木造
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⑧ 

の場合は一坪当たり５７万１千円程度となっている。それに対

して、木造平屋建ての白みりんミュージアム建設工事は一坪当

たり２２７万９千円と高額な事業費となっている。しかも、鉄

筋コンクリート造・免震構造の消防本部新設の坪当たり２２３

万９千円と比較しても、高額な経費投入は考えられない。これ

は、市民生活から考えても、優先順位が逆立ちしていると言わ

ざるを得ない。また、歴史的に２００年以上という白みりんの

文化でも、市民生活の隅々に根付いているわけでもなく、身近

に感じているわけでもないので、上滑りしている感が否めない

と考えている。 

ましてや、ライフサイクルコストとして年間維持費も現時点で

は、試算を発表できない状況であるので、２０世紀に廃れた箱

モノ行政の復活でしかないと捉えている。 
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⑨ 

交通弱者支援策 議案提案の準備 

 

【背景】高齢化の進展、免許返納者の増大など公共バス交通だけでは市域全体を

フォローできない。バス運転手の確保困難。病院通院バス（赤字）の利用にも、

市民（有償）ボランティアにも限界。福祉タクシー制度の拡充（1 乗車当たりの

利用枚数を 1 枚限定から複数枚利用できるように。枚数の増刷（重度障害者月 6

枚、透析患者月 8 枚（暫定 26 枚）） 

 

【条例化する根拠・理由】 

１）規則：制度内容の改変・廃止する場合、議会承認は不要。 

２）現行の制度（事務量・制度の複雑・多忙化を避ける）や資源（運転手・車両

の維持・確保）を最大限生かす。 

３）免許返納者が民間バスを利用する際、料金が半額となる制度が今年度スター

ト（ただし、期間は 2 年間、民間バスルートに限定。75 歳以上 2 万 5 千人のう

ち、1 割程度が利用見込み）。 

４）高齢者限定の病院通院バスの利用復活（7 月から全コース）。 

５）年度途中でも、福祉タクシー券・自家用車両の燃料補助どちらでも選択・変

更可能（制度改正） 

 

【条例化のポイント】 

１）重度障害者限定の福祉タクシー券制度（規則）を条例化する。 

２）対象は、重度障害者（身体・知的・精神）に加え、75 才以上の高齢者（免許

返納証明書の有、ぐりーんバス・民間バスが走っていない地域、市長が認めた場

合） 

３）配布枚数は、重度障害者月 6→8 枚、透析患者月 8→26 枚、75 才以上の高齢

者月 8 枚 

４）1 乗車利用枚数は、1→最大 3 枚（予約・送迎時の料金にも使用可） 


